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はじめに 

数年前から、新聞やテレビなどのマスメディアで「超高齢化」、「経済成長の停滞」、「尐

子化」、「人口減尐」といった言葉を目にすることが多くなりました。これまでにない社会

問題が象徴するように、我が国は成長期から成熟期という過去にない多様な時代を迎えま

した。 

この時代を切り開いていくために必要なのは、ひとりひとりの学びを活かし、みんなで

協力して未来を創造していくことです。そのために多様な学習を提供することが生涯学習

行政に課せられた責務です。その中でも、この国の未来を担う青尐年の健全育成の支援が

重要な課題となっています。 

国立青尐年教育振興機構『子どもの読書活動の実態とその影響・効果に関する調査研究』

（２０１３）には「就学前から中学時代までに読書活動が多い高校生・中学生ほど、『未来

志向』、『社会性』、『自己肯定』、『意欲・関心』、『文化的作法・教養』、『市民性』、『論理的

思考』のすべてにおいて、現在の意識・能力が高い」と報告されており、読書が子どもの

健全な成長に欠かせないものであることを裏付けています。 

この時代を生きぬくための夢と希望。そして新しい時代を築いていくための英知と行動

力。読書が子どもたちの生きる力になることを期待して本計画を策定します。そして、子

どもたちの健やかな成長を支援するため、あらゆる機会と場所において自主的に読書活動

を行うことができる環境の整備を目指します。 
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第１章 子どもの読書活動推進計画（第二次計画）の策定に当たって 

１．子ども読書活動推進計画の趣旨 

子どもたちは読書を通して多くの言葉と知識を学び、深く考える力を身に着けていきま

す。読書は感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かにするという、人間的成長に欠かせ

ない要素でもあります。 

国は、子どもの読書活動を推進し健やかな成長に資することを目的として、平成 13 年

12 月に「子どもの読書活動の推進に関する法律」（平成 13 年法律第 154 号。）を制定しま

した。平成 14 年 8 月に「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（第一次計画）」

を策定。法第２条（基本理念）に規定されるように、「すべての子どもがあらゆる機会とあ

らゆる場所において自主的に読書活動を行うことができる」環境の整備を実施することが

この計画の趣旨です。 

 

２．第二次計画に向けた計画策定の動向 

（１）国・県の動向 

平成 24 年度で国の「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（第二次計画）」の

計画期間が終了しました。国では，この計画の成果と課題に加えて、図書館法（昭和 25年

法律第 118 号）の一部改正、「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」（平成 24年文部科

学省告示第 172 号）の改正等、子どもの読書活動に関連する法制上の整備を実施。平成 25

年 5 月には 5 か年計画の「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（第三次計画）」

を策定しました。 

栃木県では平成 25 年度に「栃木県子どもの読書活動推進計画（第二期計画）」の計画期

間が終了することから、第三期計画を平成 26年 3月に策定する見込みとなっています。 

（２）下野市の動向 

「子どもの読書活動の推進に関する法律」第９条第２項では「市町村は『国の策定した

基本計画』及び『県の策定した推進計画』を基本とするとともに，当該市町村における読

書活動の推進状況等を踏まえ，『市町村推進計画』を策定するよう努めなければならない。」

と規定しています。これを受けて平成 21年 3月に 5か年の第一次計画を策定しました。 

平成 25年度で計画期間を終了することから、第二次計画の策定委員会を開催し、国や栃

木県の第三次計画を基本に計画の見直しを実施。併せてこれまでの検証を行うため、平成

25年 7月に市内の小学 2年生・5年生、中学 2年生、幼稚園・保育園の保護者を対象に「子

どもの読書活動に関するアンケート」を実施しました。 
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第２章 これまでの取り組みと課題 

１．第一次計画の取り組み 

（１）第一次計画の事業の取り組み 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 一次計画の施策体系 

〔基本理念〕 
すべての子どもがあらゆる
機会と場所において 
自主的に読書活動を行うこ
とができるようにするため
の環境づくり 

〔基本方針２〕 

子どもの読書活動を推進するための

基盤及び連携協力体制の整備・充実 

〔基本方針１〕 

家庭、地域、保育園・幼稚園・学校等

における子どもの読書活動の推進 

〔基本方針３〕 

子どもの読書活動の推進に関する社

会的気運の醸成 
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推進方策 具 体 的 方 策 

１．家庭にお
ける子ども
の読書活動
の推進 

①ブックスタート事業を通し、家庭での読み聞かせの推進 
②乳幼児健診での読み聞かせの実施と保護者への啓発 
③公共施設への優良本コーナーの設置 

④市立図書館のホームページを活用した優良図書の情報提供 

⑤「誕生日に本をプレゼントしよう」運動の展開 
⑥家庭教育講座等での保護者への啓発 

２．地域にお
ける子ども
の読書活動
の推進 

①ボランティアの育成・支援によるふれあい学習の推進 
②児童館の蔵書拡充、コミュニティセンター・地域公民館等への優良図書の設置 
③各社会教育施設でのこどもの体験学習、育成支援者の養成 
④市民活動の支援、ネットワーク化 

３．保育園や
幼稚園等に
おける子ど
もの読書活
動の推進 

①定期的な読み聞かせ 

②年中行事や日々の集団生活の中での啓発 
③園だよりなどを活用し、保護者への啓発 
④市立図書館の団体貸出の有効利用 
⑤本の素晴らしさがわかる保護者向け講演会の開催 
⑥市立図書館と連携し、読書啓発アンケートと結果の配布 

４．学校等に
おける子ど
もの読書活
動の推進 

①学校の特色を生かした読書指導・読書活動 
②本を活用した調べ学習の充実 
③学校図書基準を基に蔵書の充実 
④蔵書のデータベース化の促進 
⑤市立図書館とのネットワーク化 
⑥利用しやすい書架の配置等の環境整備 
⑦学校支援ボランティアの活動の場を提供 

⑧市立図書館と連携し、児童生徒のおすすめ本の紹介 

５．図書館に
おける子ど
もの読書活
動の推進 

①子どもたちの読書のニーズに応じた優良図書・中高生向け図書の充実 
②県内図書館等の図書資料の相互貸借による選択機会の拡充 
③保育園・幼稚園・学校への団体貸出の推進 
④ホームページを活用した優良図書の紹介 
⑤おはなし会の開催 
⑥司書の資質の向上 
⑦ボランティア養成講座の開催 
⑧広報やチラシなどによる子ども読書活動の推進啓発 
⑨学校図書室とのネットワークの構築 
⑩図書館ごとに特色のある蔵書の収集 
⑪魅力ある親しみやすい図書館づくり 

６．読書ボラ
ンティア団
体等の活動
に対する支
援 

（１）直接的支援 

①読書ボランティア養成講座の開催 
②研修会等への参加 
③「子どもゆめ基金」等の情報交換 
④関係団体との情報交換の場を提供 

（２）読書ボランティア団体間
の連携・協力の促進 

①定期的なボランティアの情報交換を開催 
②読書ボランティア等ネットワークの構築 

７．普及啓発 
広報活動の 
充実 

（１）「子ども読書の日」を中
心とした啓発・広報 

①「子ども読書の日」や「子どもの読書週間」関連事業の
実施 
②児童生徒の推薦本リストの作成・配布 
③学校と連携し、職場体験や図書館見学の受け入れ 

（２）各種情報の収集・提供 
①図書館ホームページの有効活用、情報提供 
②各種情報の収集提供、図書館機能の充実 

（３）優れた取り組み、優良図
書の紹介 

①優良図書の推薦・普及 

②児童生徒向けおすすめ本リストの作成 
③優れた取り組みの紹介 
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一次計画では施策に基づいて以下の事業を実施しました（P2 図 1 参照） 

 基本方針１家庭、地域、保育園・幼稚園・学校等における子どもの読書活動の推進 

１.家庭における子どもの読書活動の推進 

No 取り組み 実施状況・課題 

① 

ブックスタート事業を通して家庭での読み聞かせを更に
推進します。 
※ブックスタート事業 

自治体が行う乳児健診などで、赤ちゃんに絵本を手渡す活動。絵本を一緒

に開く体験を通して、親子のスキンシップを深めるという目的で実施。 

毎月 1回、9か月児健診で絵本
を 1 冊プレゼントし、購入する
際のアドバイスを行う。 
 

実績  H20 年度：516 人 
    H21 年度：478 人 
    H22 年度：474 人 
    H23 年度：564 人 
    H24 年度：500 人 

② 
乳幼児健康診査時における読み聞かせの実施と保護者へ

おすすめ絵本の紹介、家庭での読み聞かせや読書習慣を身
に付けさせることの大切さを呼びかけ、啓発に努めます。 

毎月 9 か月健診会場で保育士
による読み聞かせを実施して、
読み聞かせの大切さをPRしてい
る。 

③ 公共施設への優良本コーナーの設置に努めます。 予算措置ができず未実施。 

④ 
市立図書館のホームページを活用し、優良本紹介などの

情報提供に努めます。 

新着資料の情報を提供。ホー
ムページにおすすめの本コーナ
ーを載せている。 

⑤ 
「誕生日に本をプレゼントしよう」運動の展開に努めま

す。 

第一次計画に記載されていた
が、実施意図と内容が不明であっ
たため未実施。 

⑥ 
家庭教育講座等学習機会を通して、子どもの読書活動の

重要性について啓発に努めます。 

・南河内公民館 
親子教室「なかよしひろば」 
入園前の保護者に対して、ブッ
クトークを実施。 
・南河内東公民館 
青尐年教育講座「マイ絵本」 
自分だけの絵本を作ることによ
り、本の大切さ、読書の意義等
を子どもと保護者に対して啓発
している。 
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２.地域における子どもの読書活動の推進 

No 取り組み 実施状況・課題 

① 

図書館においてボランティア(個人・団体)の育成・支援
を行い、ふれあい学習の推進に努めます。 
※ふれあい学習 

栃木県教育委員会が学校、 家庭、地域社会が連携・協力し、子どもの「生

きる力」をはぐくむために地域の教育力の再生・充実を目指して推進する学

習活動のこと。 

ボランティアの育成支援は、
子どもの読書活動推進が目的で
ある。ふれあい学習の推進は本
来の目的と異なり、趣旨がわか
りにくくなるので除外する必要
がある。 

② 
児童館の蔵書拡充、コミュニティセンター・地域公民館

等への優良図書の設置による地域での子どもと本の出会い
の場の充実に努めます。 

予算措置ができず未実施。 

③ 
地域において、子どもたちが様々な体験ができるよう、

各社会教育施設での体験学習の機会及び情報の提供、子ど
も育成支援者の養成や環境の整備に努めます。 

青尐年教育における体験学習
の有用性についての異論はない
が、本計画の目的は子どもの読
書環境の整備である。読書と関
係のない体験学習の推進は本計
画の趣旨とは異なるため計画か
ら除外する必要がある。 

④ 
市民と行政、関係団体等との協働による読書活動の推進

を継続的に展開するため、生涯学習情報センターを中心と
した市民活動の支援及びネットワーク化に努めます。 

市民と行政、関係団体等との
協働による読書活動の推進を継
続的に展開する必要性や子ども
読書に関するボランティアの支
援をセンターが行うことは本計
画に含まれる。市民活動の支援
とネットワーク化は計画の趣旨
にそぐわない。 

 

３.保育園や幼稚園等における子どもの読書活動の推進 

No 取り組み 実施状況・課題 

① 
定期的な保育士やボランティアによる読み聞かせの実施

に努めます。 

・朝や帰り、午睡前、自由遊び
（保育園）の HR などを利用して
読み聞かせを実施している。 
・一部では読み聞かせボランテ
ィアをお願いしている。 

② 
年中行事や日々の集団生活の中で、絵本と親しむさまざ

まな取り組みに努めます。 

・絵本、紙芝居などを用いて年
中行事の由来を説明している。 
・誕生会などで読み聞かせを実
施している。 
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③ 
園だよりなどを活用し、子どもの読書活動についての保

護者への啓発に努めます。 
園だよりで絵本の紹介を実施

している。 

④ 市立図書館の団体貸出の有効活用に努めます。 一部の定期利用あり。 

⑤ 
保護者会等の際に保護者向けに、本の素晴らしさがわか

る講演会の開催に努めます。 
未実施 

⑥ 
市立図書館と連携し、定期的な読書啓発のためのアンケ

ートや調査結果の配布に努めます。 
未実施 

 

４.学校等における子どもの読書活動の推進 

No 取り組み 実施状況・課題 

① 
学校の特色を生かした（朝の全校一斉読書、推薦図書を

活用した授業等）読書指導・読書活動に努めます。 

学校の状況に合わせて朝の読

書の時間を設けている。 

② 本を活用した調べ学習の充実に努めます。 
社会科や生活科、総合的な学

習の時間の際に図書室の本を利
用している。 

③ 学校図書基準を基に蔵書の充実を図ります。 
概ねの学校でクリアしてい

る。 

④ 蔵書のデータベ－ス化の促進を図ります。 全校で実施している。 

⑤ 市立図書館とのネットワーク化に努めます。 未実施 

⑥ 利用しやすい書架の配置等環境整備に努めます。 実施中 

⑦ 学校支援ボランティアの活動の場を提供します。 実施中 

⑧ 
市立図書館と連携し、児童生徒のおすすめ本の紹介を行

います。 
実施中 
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基本方針２子どもの読書活動を推進するための基盤及び連携協力体制の整備・充実 

５.図書館におけるこどもの読書活動の推進 

No 取り組み 実施状況・課題 

① 
子どもたちの読書のニーズに応じた優良図書や中高生向

け図書の充実に努めます。 

ニーズに合った図書を購入す
るため常時リクエストを受け付
けている。 

② 
県内の図書館等における図書資料の相互貸借による選択

機会の拡充に努めます。 
実施中 

③ 保育園・幼稚園・学校への団体貸出の推進に努めます。 実施中  

④ 
ホームページを活用した優良図書の紹介など情報提供に

努めます。 
実施中 

⑤ おはなし会など図書館行事の開催に努めます。 
各図書館でおはなし会（職員

及びボランティアによる読み聞
かせ）を実施中。 

⑥ 

来館者に対し、司書がブックコンシェルジュ的な役割を
果たすことができるよう資質の向上（研修会への参加等）
を図ります。 
※ブックコンシェルジュ 

来館者に対し、その目的が達成できるよう案内をする人 

栃木県公共図書館協会・栃木
県央公共図書館等協議会・栃木
県南公共図書館等協議会の研修
には率先して参加している。 

⑦ 
ボランティア養成講座を開催し、読書活動ボランティア

の育成及び活動を支援します。 

実施中。「６.読書ボランティ
ア団体の活動に対する支援」と
内容が重複するため事業の統合
が必要。 

⑧ 
広報やチラシを作成して公共施設に配布するなど、子ど

も読書活動の推進及び啓発に努めます。 

各館で実施予定の事業につい
ては、ホームページ、広報、ミ
ニチラシを作成し、配布してい
る。 

⑨ 学校図書室とのネットワークの構築に努めます。 予算措置ができずに未実施。 

⑩ 図書館ごとに特色のある蔵書の収集に努めます。 
長期蔵書計画に基づいて実

施。 

⑪ 魅力ある親しみやすい図書館を目指します。 
親子ふれあい映画会、図書館祭
り、七夕・クリスマス会などを
実施している。 
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６.読書ボランティア団体の活動に対する支援 

（１）直接的支援 

No 取り組み 実施状況・課題 

① 
読書ボランティア養成講座の開催など、継続的なボラン

ティアの育成及び活動の支援に努めます。 

図書館や学校で読み聞かせな
どを行うボランティアの養成講
座を実施している。 

② 研修会等の学習機会の提供に努めます。 
県主催の研修会などの案内を

行っている。 

③ 

「子どもゆめ基金」等の情報提供に努めます。 
※子どもゆめ基金 

 国と民間が協力して子どもの健全育成をサポートする基金。体験・読書活

動などが対象。 

未実施 

④ 関係団体との情報交換の場を提供します。 実施中 

 

（２）読書ボランティア団体間の連携・協力の促進 

No 取り組み 実施状況・課題 

① 
定期的にボランティアの情報交換会等を開催し連携・協

力の促進に努めます。 
実施中 

② 読書ボランティア等ネットワークの構築に努めます。 
情報交換会は実施しているが

団体のネットワーク化には至っ
ていない。 

 

基本方針３子どもの読書活動の推進に関する社会的気運の醸成 

７.普及啓発、広報活動の充実 

（１）「子ども読書の日」を中心とした啓発・広報 

No 取り組み 実施状況・課題 

① 
「子ども読書の日」や「子どもの読書週間」関連行事の

開催に努めます。 

推薦図書コーナーの設置、手作
りしおり、親子映画会並びに人形
劇の実施。 

② 児童生徒の推薦本リストの作成と配布を行います。 実施中 

③ 
学校と連携し、職場体験や図書館見学の受け入れに努め

ます。 
年間を通じて受け入れをして

いる。 
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（２）各種情報の収集・提供 

No 取り組み 実施状況・課題 

① 
図書館ホームページを有効活用し、情報の提供に努めま

す。 

ホームページのリニューアル
を実施し、さらに多くの情報を掲
示。 

② 
各種情報の収集提供に努め、図書館機能の充実を図りま

す。 
実施中  

 

（３）優れた取り組み、優良図書の紹介 

No 取り組み 実施状況・課題 

① 優良図書の推奨・普及に努めます。 

青尐年読書感想文の課題図
書・栃木県優良推薦図書・厚労省
推薦図書などの掲示、購入を実
施。 

② 児童生徒向けのおすすめ本リストの作成に努めます。 

ボランティアと図書館が協力
して幼児・児童低学年・児童高学
年の推薦リストを作成し配布し
た。 

③ 優れた取り組みの紹介を行います。 実施中 
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（２）第一次計画の指標の達成状況 

 指標：1か月の読書量の増加目標を下記のように設定しました。平成19年度と比較して、

小中学生ともに読書量が約 1.2 倍に増加。残念ながら小学生は前回の目標に及びませんで

したが、中学生では指標を上回ることができました。 

 平成 19年 一次計画目標値 平成 25 年調査値 

小学生 6.8 冊 10.0 冊 8.0 冊 

中学生 3.4 冊 4.0 冊 4.2 冊 

高校生 ― 3.0 冊 ― 

※平成 25年度の数値は、平成 25年 7月実施の読書活動に関するアンケート結果。 

 一次計画・二次計画ともに高校生のアンケートは実施していません。 

 

《参考》公益社団法人全国学校図書館協議会読書調査による子どもの読書量 

 平成 19 年 平成 24年 

小学生 9.4 冊 10.5 冊 

中学生 3.4 冊 4.2 冊 

高校生 1.6 冊 1.6 冊 

 

（３）アンケート結果に見る本市の子ども読書活動について 

①家庭の状況 

◎アンケートの対象：市内の 0歳から 6歳の幼稚園・保育園児※の保護者（単位：人） 

※薬師寺保育園・吉田保育園・こがねい保育園・しば保育園・グリム保育園・あおば保

育園・わかくさ保育園・むつみ保育園・愛泉第二保育園・わかば保育園、薬師寺幼稚園・

第二薬師寺幼稚園・愛泉幼稚園・第二愛泉幼稚園・むつみ愛泉幼稚園・野ばら幼稚園・石

橋幼稚園 

0～2歳児（249 名）・3～4歳児（625 名）・5～6歳児（489 名）計 1,363 名 

 

◎アンケート結果分析 

グラフ

番号 
内   容 結   果 

① 
お子さんに読み聞かせをして

いますか？ 

今回の調査結果は、平成 19年度の結果とほ

ぼ同じ割合となった。 

各年齢層ともに「ほぼ毎日」「ときどき」を

併せると 8 割以上の保護者が読み聞かせを実
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施。その一方で 0～2歳児では「ほぼ毎日」が

５％程度減尐し、「ときどき」が増加。 

② 家にある子どもの本の数は？  

3 歳以上の回答ではほぼ同程度の割合を示

している。ところが 0～2 歳児では「50 冊以

上」の割合が前回より約 17％減尐。「10～50

冊」が約 11％、「10冊以下」が約 6％増加。 

③ お子さんは本が好きですか？ 
０～２歳児で「はい」の割合が約 5％減尐。

それ以外は前回とほぼ同程度の割合。 

④ 
読み聞かせは大切だと思いま

すか？ 

「はい」と回答した保護者の割合は、前回

より若干減尐したものの、全体で９０％を超

えた。 

⑤ あなたは本が好きですか？ 

０～２歳児保護者の「はい、好きです」が

前回より約１５％減尐し、「いいえ」が約６％、

「どちらともいえない」が約９％増加。 

⑥ 
あなたは市内の図書館で本を

借りますか？ 

0～2歳児では、「よく借りる」が 7％減尐し、

「ほとんど借りない」が７％増加している。

前回同様に年齢が上がるにしたがって利用率

が高まる傾向にある。 
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グラフ① お子さんに読み聞かせをしていますか？ 

ほとんどしていない 
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グラフ③ お子さんは本が好きですか？ 
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②小中学校における読書活動の状況 

対象：祇園小・緑小・薬師寺小・吉田東小・吉田西小・国分寺小・国分寺西小・国分寺

東小・石橋小・石橋北小・細谷小・古山小、南河内中・南河内第二中・国分寺中・石橋中 

小学２年生（541 名）・小学５年生（603 名）・中学２年生（598 名）計 1,742 名 

◎アンケート結果分析 

グラフ

番号 
内   容 結   果 

⑦ 
小さい頃、よく家の人に本を読んでも

らいましたか？ 

全対象で「はい」が増加し、「ほとん

ど覚えていない」が減尐した。 

⑧ 
あなたは、１ヶ月間にどのくらい本を

読みますか？ 

小学 2 年生では、「4～5 冊」、「6～10

冊」、「11～20 冊」の割合が減尐し、「１

～3冊」、「20冊以上」の割合が増加して

いる。 

小学 5年生では、「1～3冊」が減尐し、 

「6 冊～10 冊」、「11～20 冊」、「20 冊以

上」が増加している。 

 中学 2年生も小学 5年生と同傾向。 

⑨ 
あなたは、学校図書室で本を借ります

か？ 

全対象で「ほとんど借りない」が減尐

し、「よく借りる」が増加している。 

⑩ 
あなたは、市内の図書館で本を借りま

すか？ 

全対象で「ほとんど借りない」が減尐

し、「よく借りる」が増加している。 

⑪ あなたは本が好きですか？ 

中学 2年生で「どちらともいえない」

が減尐し、「いいえ」の割合が増加して

いる。 

⑫ 

本が好きな理由は何ですか？２つ選

んでください（単位:％） 

※一次計画では人数で集計されていたが割合

（％）に変更 

全体的に若干の変動はあるが、中学 2

年生では「おもしろい」、「感動する」の

割合が減尐し、「自分の知らないことが

わかる」の割合が 2倍以上になった。 

⑬ 

本が嫌いな理由は何ですか？2 つ選

んでください（単位:％） 

※一次計画では人数で集計されていたが割合

（％）に変更 

全体でみると、「読みたい本がわから

ない」は減尐傾向にある。 

小学 2年生では「読むのが面倒」、「塾

や習い事で忙しい」、「ゲームやテレビの

ほうがおもしろい」が増加傾向。 

小学 5年生では「読むのが面倒」、「そ

の他」が増加、「塾や習い事で忙しい」

が減尐。 

中学 2年生では「読むのが面倒」が減
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尐する一方で「塾や習い事が忙しい」、

「ゲームやテレビの方がおもしろい」、

「その他」が増加傾向。 
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２．第一次計画の成果と課題 

【主な成果】 

[基本方針１]家庭・地域・保育園・幼稚園・学校等における子どもの読書活動の推進 

ブックスタート事業は平成 20年度から毎年 500 名程度の親子に実施しています。毎年 9

割の新生児に絵本を手渡しており、家庭における読書活動推進の重要な役割を果たしてい

ます。 

[基本方針２]子どもの読書を推進するための基盤及び連携協力体制の整備・充実 

ボランティアの協力で、おはなし会など図書館事業の内容が充実しました。計画推進の

ためには、図書館だけでなくそれを支えるボランティアの存在が欠かせません。 

[基本方針３]子どもの読書活動の推進に関する社会的気運の醸成 

ボランティアと図書館で協力して幼児や児童へのおすすめ本リストを作成・配布するな

ど読書の啓発広報活動を実施しました。 

  

【課題】 

上記のように、一次計画では概ねの事業で成果を上げることができましたが、未実施の

事業も存在しました。その理由として、「予算措置、実施方法に具体性がなかった」、「計画

の基本目的の認識が曖昧で、いろいろな要素を盛り込みすぎていた」などが挙げられます。

しかし、根本的な問題は「事業内容と計画の推進状況を検証する組織がなかった」ことに

あると考えます。 

一次計画策定以降、各事業とも経費と担当課の人員削減も進んでいます。尐ない予算と

人員で着実に計画を推進していくためには、実施可能な事業の見極めが重要になります。
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グラフ⑬ 本が嫌いな理由は何ですか？２つ選んでください 

その他 

ゲームやテレビの方がおもしろ

い 

塾や習い事で忙しい 

読むのがめんどう 

読みたい本がわからない 
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一次計画で未実施の事業については見直しを行い、実現可能な段階で改めて計画に追加す

ることが必要と考えます。 

そのためにも定期的な事業内容と計画の推進状況の検証が必須であり、二次計画ではそ

のための組織体制の確立が必要と考えます。 

 

【アンケートの分析結果】 

◎家庭における読書活動 

 グラフ①の読み聞かせの実施状況は前回同様、「ほぼ毎日」「ときどき」を併せるとすべ

ての年代で 80％を上回っています。グラフ④の読み聞かせの大切さについては 90％が「大

切」と回答。グラフ③の子どもが本を好きかどうかにという設問に対しても 80％が「はい」

と回答しており、家庭内での読み聞かせというコミュニケーションがほぼ定着した状況が

うかがえます。 

◎小中学校における読書活動 

 グラフ⑦家庭で読み聞かせを受けたかという設問に対しては、学年が上がるにしたがっ

て「ほとんど覚えていない」の割合が高まりますが、小学生では 6 割以上が読み聞かせを

受けたと回答しています。先述の家庭での読み聞かせ状況を裏付ける結果となっています。 

グラフ⑨学校図書室及びグラフ⑩市内の図書館で本を借りますかという設問に対しては、

全対象で「ほとんど借りない」が減尐しました。 

今回の調査では小中学生の 1 ヶ月の読書量が前回を上回ることが判明しています。学校

図書室や図書館をはじめとする各事業の効果が徐々に表れつつあるようです。 

 

【アンケートの課題】 

今回のアンケートは、一次計画の調査結果との整合性を図るため、同様のアンケートを

実施しました。回答に使用された「よく」、「ときどき」「ほとんど」という言葉は、人によ

って回数の捉え方が異なるため調査結果が実態を表していない可能性を否定できません。

今後は「ときどきとは週○回」というようにしっかりと定義した上で調査を実施する必要

があると考えます。 

 また、今回は高校生についてのアンケー

トを実施していません。市内の高校には他

市町の生徒が多く通学しており、アンケー

トに市の計画の成果が反映されにくいと判

断したためです。高校生対象のアンケート

の実施方法の検討が今後の課題です。 
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第３章 第二次計画の基本的な考え方 

１．計画の目的 

本計画は青尐年の学習環境の整備の一環として「すべての子どもがあらゆる機会と場所

において自主的に読書活動を行うことができるようにするための環境づくり」を目的とし

て策定します。二次計画では、一次計画に引き続き、3 つの基本方針によって計画が効率

的に推進できるように施策を体系化しています。また、一次計画で未実施の事業について

は見直しを行い、実現可能な段階で改めて計画に追加することとしました。 

 

【基本方針１】 家庭、地域、保育園・幼稚園、学校等における子どもの読書活動の推進 

子どもの発達段階や個性に合わせて楽しく読書活動が行えるよう、家庭、地域、保育園・

幼稚園、学校等で読書習慣の基礎を築きます。 

 

【基本方針２】子どもの読書活動を推進するための基盤及び連携協力体制の整備・充実 

 家庭、地域、保育園・幼稚園、学校等での読書活動をさらに活発にするため、図書館の

機能を充実、活動の推進を担う読書ボランティアの育成と支援、計画の推進体制を整えま

す。 

 

【基本方針３】子どもの読書活動推進に関する社会的気運の醸成 

 読書活動の普及啓発事業を行うとともに情報収集を目指します。 

 

２．計画の推進の指標 

計画推進の指標として次のような目標設定を行います。 

①子どもの 1ヶ月の読書量 

小学生は一次計画の目標値を達成できなかったため再び 10冊、中学生は目標達成できた

ため 5冊に目的を設定しました。 

 

子どもの 1ヶ月の読書量の増加目標 

対象 平成 19年調査値 一次計画の目標値 平成 25年調査値 二次計画の目標値 

小学生 6.8 冊 10.0 冊 8.0 冊 10.0 冊 

中学生 3.4 冊 4.0 冊 4.2 冊 5.0 冊 

高校生 ― 3.0 冊 ― 2.0 冊（参考） 

※高校生についてはアンケートを実施していないため参考値とします。一次計画では平成 20年度長崎県の調

査結果を基準として目標値を設定しました。今回は公益社団法人全国学校図書館協議会の読書調査を参考に

目標値を設定しています。 
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②不読者数の減尐 

国は第三次基本計画推進のため、今後 10 年間で不読率の半減を目指しています。本市

でも二次計画推進のため、不読者数の減尐を目標とします。今回の調査で下野市では国の

目標を大幅に上回っていることが明らかになりました。 

※不読者…1ヶ月に 1冊も本を読まない人のこと 

 

不読者数の減尐目標 

対象 平成 19年度調査実績 平成 25年度調査実績 二次計画の指標 

小学生 2.3％ 2.1％ 2.0％以下 

中学生 10.2％ 12.0％ 10.0％以下 

高校生 ― ― 40.0％以下（参考） 

※高校生についてはアンケートを実施していないため、参考値として国と同じ指標を設定しました。 

 

《参考》国の子ども読書活動推進計画（第三次基本計画）の不読者数の目標 

対象 現状（平成 24年度） 指標（平成 29年度） 

小学生 4.5％ 3.0％以下 

中学生 16.4％ 12.0％以下 

高校生 53.2％ 40.0％以下 

 

３．計画の対象と期間 

本計画で対象とする「子ども」とは０歳から概ね 18歳までの者とし、家庭・子育て支援

センター・保育所・幼稚園・認定こども園・小中学校・学童保育・児童館・公民館・図書

館・地域を対象として事業を推進します。 

期間は平成 26年度を初年度とし、平成 30年度までの５年間を計画期間とします。 

 

４．計画の進捗状況の管理 

 計画の進行管理のため、平成 28年度に図書館協議会で進捗状況の確認を行います。計画

が適正に進行するよう必要に応じて計画の見直しや修正を行います。 
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第４章 子どもの読書活動推進のための具体的な取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔基本理念〕 
すべての子どもがあらゆる
機会と場所において 
自主的に読書活動を行うこ
とができるようにするため
の環境づくり 

〔基本方針２〕 

子どもの読書活動を推進するための

基盤及び連携協力体制の整備・充実 

〔基本方針１〕 

家庭、地域、保育園・幼稚園、学校等

における子どもの読書活動の推進 

〔基本方針３〕 

子どもの読書活動の推進に関する社

会的気運の醸成 

図２ 二次計画の施策体系 
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推進方策 具 体 的 方 策 

１．家庭にお
ける子ども
の読書活動
の推進 

①ブックスタート事業を通した家庭での読み聞かせの推進 
②乳幼児健診での読み聞かせの実施と保護者への啓発 
③図書館のホームページを活用した優良図書の情報提供 
④「誕生日に本をプレゼントしよう」運動の展開 
⑤家庭教育講座等での保護者への啓発 

２．地域にお
ける子ども
の読書活動
の推進 

⑥ボランティアの活動場所の拡大 

⑦児童館・学童保育・公民館に対する優良図書の団体貸出しの実施・図書館のリサイク
ル本の有効活用 

３．保育園や
幼稚園等に
おける子ど
もの読書活
動の推進 

⑧定期的な読み聞かせ 
⑨年中行事や日々の集団生活の中での啓発 
⑩園だよりなどを活用し、保護者への啓発 
⑪図書館の団体貸出の有効利用 
⑫本の素晴らしさがわかる保護者向け講演会の開催 

⑬図書館と連携し、読書啓発アンケートと結果の配布 

４．学校等に
おける子ど
もの読書活
動の推進 

⑭学校の特色を生かした読書指導・読書活動の実施 
⑮本を活用した調べ学習の充実 
⑯学校図書館図書標準を基に蔵書の充実 
⑰蔵書のデータベースの充実 
⑱図書館職員やボランティアとの情報交換会の実施 
㉑図書室の利用しやすい環境整備 
⑳ボランティアの活動場所の拡大 
㉑図書館と連携した児童生徒のおすすめ本の紹介 
㉒図書館の団体貸出しの活用・図書館のリサイクル本の有効活用 

５．図書館に
おける子ど
もの読書活
動の推進 
 

図書館の実施する取り組み 

㉓子どもたちの読書のニーズに応じた優良図書・中高
生向け図書の充実 
㉔県内図書館等の図書資料の相互貸借の実施 

㉕保育園・幼稚園・学校などへの団体貸出の推進 

㉖ホームページを活用した優良図書の紹介 
㉗おはなし会の開催 
㉘司書の資質の向上 
㉙広報やチラシなどによる子ども読書活動の推進啓発 
㉚学校図書実務担当者やボランティアとの情報交換会
の実施 
㉛図書館ごとに特色のある蔵書の収集 
㉜魅力ある親しみやすい図書館づくり 

ボランティアの育成と支援 

㉝ボランティア養成講座の開催 

㉞研修会等への参加 
㉟「子どもゆめ基金」等の情報交換 
㊱図書館職員・学校図書実務担当者との情報交換会の
実施 
㊲定期的なボランティアの情報交換を開催 

子ども読書活動の推進体制 ㊳子ども読書活動推進体制の整備と運営 

６．普及啓
発、広報活動
の充実 

「子ども読書の日」を中心とし
た啓発・広報 

㊴「子ども読書の日」や「子どもの読書週間」関連事業の
実施 
㊵学校と連携し、職場体験や図書館見学の受け入れ 

各種情報の収集・提供 
㊶図書館ホームページの有効活用、情報提供 
㊷各種情報の収集提供、図書館機能の充実 

優れた取り組み、優良図書の紹
介 

㊸優良図書の推薦・普及 
㊹児童生徒の推薦本リストの作成・配布 
㊺学校と連携した児童生徒のおすすめ本の紹介 

㊻優れた取り組みの紹介 
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１.【基本方針１】 家庭、地域、保育園・幼稚園・学校等における子どもの読書活動の推進 

（１）家庭における子どもの読書活動の推進 

施策番号 具体的方策  実施の意図/実施状況 二次計画の取り組み 関係機関 

① 

ブックスタ
ート事業を
通した家庭
での読み聞
かせの推進 

【実施の意図】 
・乳幼児の頃から本に触れる
楽しさを知ってもらうため。 
【実施状況】 
・毎月 1回、9か月児健診で
絵本を 1冊プレゼントし、購
入する際のアドバイスを行っ
ている。 
実績  H20 年度：516 人 
    H21 年度：478 人 
    H22 年度：474 人 
    H23 年度：564 人 
    H24 年度：500 人 

・今後も、9か月児健診で、
ブックスタート事業を継続 
・図書館発行の「絵本ガイド」
などの配布を検討 

・健康増進課 

② 

乳幼児健診
での読み聞
かせの実施
と保護者へ
の啓発 

【実施の意図】 
・「絵本」を通した親子のコ
ミュニケーションを学ぶ。 
【実施状況】 
毎月 9か月健診会場で保育士
による読み聞かせを実施し
て、読み聞かせの大切さを PR
している。 

・9か月児健診の読み聞かせ
を継続して実施していく。 
・それ以外の母子保健事業で
も絵本を用意し、待ち時間に
保護者と子どもが絵本に親
しめるようにする。 
・絵本の読み聞かせを通し
て、赤ちゃんの言葉と心を育
むことが、保護者の安らぎに
もつながることを PRする。 

・健康増進課 

【一次計画】 

１.家庭にお

ける子ども

読書活動の

推進③ 

公共施設へ
の優良本コ
ーナーの設
置 

・予算措置ができなかったた
め未実施。 

・公共施設への設置は地域で
の取り組みなので、施策７と
統合する。 

― 

③ 

図書館のホ
ームページ
を活用した
優良図書の
情報提供 

【実施の意図】 
・優良図書の情報提供 
【実施状況】 
・新着資料の情報を提供 
・ホームページにおすすめの
本コーナーを載せている。 

・学校の夏、冬休み前に児
童・生徒を対象とした図書情
報の提供を実施していく。 

・図書館 

④ 

「誕生日に
本をプレゼ
ントしよう」
運動の展開 

【実施の意図】 
・読書活動啓発のため、本を
プレゼントする習慣を家庭に
定着させる。 
【実施状況】 
・未実施。計画の詳細決定に
至らなかった 

・子どもの誕生日に親が本を
贈る習慣を市内に定着させ
ることを目的に運動を展開
する。 

・図書館 
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⑤ 

家庭教育講
座等での保
護者への啓
発 

【実施の意図】 
・読書の啓発 
【実施状況】 
・南河内公民館 
親子教室「なかよしひろば」 
入園前の保護者に対して、ブ
ックトークを実施 
・南河内東公民館 
青尐年教育講座「マイ絵本」 
自分だけの絵本を作ることに
より、本の大切さ、読書の意
義等を子どもと保護者に対し
て啓発 

・幼児期からの、読書習慣づ
けのための良書の紹介や読
み聞かせのポイントなどを
講座の中に組み入れていく 
・引き続き、青尐年講座で子
どもと保護者に対して本及
び読書の意義、大切さを啓発
していく。 

・公民館 

 

（２）地域における子どもの読書活動の推進 

施策番号 具体的方策 実施の意図/実施状況 二次計画の取り組み 関係機関 

【一次計画】 

２.地域にお

ける子ども

の読書活動

の推進① 

ボランティ
アの育成・
支援による
ふれあい学
習の推進 

・読み聞かせボランティアの育
成支援は施策㉝で実施してい
る。 

・ふれあい学習の推進は子ど
もの読書活動推進とは直接
関係ないため、二次計画では
除外。 

― 

⑥ 
ボランティ
アの活動場
所の拡大 

【実施の意図】 
・読書活動推進に関わるボラン
ティアが活動する場所の拡大 
【実施内容】 
・新規 

・図書館や学校で読み聞かせ
を行っているボランティア
の活動場所の拡大を図る。 
例）児童館・学童保育・公民
館 

・図書館 
・児童館 
・公民館 
・生涯学習情報

センター 

・学童保育室 

⑦ 

児童館・学
童保育・公
民館に対す
る優良図書
の団体貸出
しの実施・
図書館のリ
サイクル本
の有効活用 

【実施の意図】 
子どもが本に触れる機会を増
やす。 
【実施内容】 
・新規 
※一次計画では「児童館の蔵書
拡充、コミュニティセンター・
地域公民館等への優良図書の
設置」を予定。予算措置ができ
ず未実施であるため、内容を変
更する。 

・団体貸出しの利用拡大を目
指す。 
・図書館の優良図書リサイク
ル本を児童館・学童保育・公
民館へ優先的に寄贈し有効
活用する。 

・図書館 
・児童館 
・公民館 
・学童保育室 

【一次計画】 

２.地域にお

ける子ども

の読書活動

の推進② 

各社会教育
施設でのこ
どもの体験
学習、育成
支援者の養
成 

 

・一次計画では、読書活動に
よる知識の習得と多様な体
験活動の重要性が子どもの
成長に必要であるとされて
いた。青尐年教育において重
要な視点ではあるが、読書活
動とは趣旨が異なるため計
画から除外。 

― 
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【一次計画】 

２.地域にお

ける子ども

の読書活動

の推進③ 

市民活動の
支援、ネッ
トワーク化 

 

・本計画に関係するのは市民
活動支援全般ではなく、施策
㉝のような、子ども読書活動
推進に関するボランティア
活動支援である。計画から除
外する。 

― 

 

（３）保育園や幼稚園等における子ども読書活動の推進 

施策番号 具体的方策 実施の意図/実施状況 二次計画の取り組み 関係機関 

⑧ 
定期的な読
み聞かせ 

【実施の意図】 
・子どもが本に触れる機会を増
やす。 
【実施状況】 
・朝や帰り、午睡前、自由遊び
（保育園）の HR などを利用し
て読み聞かせを実施している。 
・読み聞かせボランティアを一
部でお願いしている。 

・読み聞かせの機会をさらに
増やすために、読み聞かせボ
ランティアを各幼稚園・保育
園に紹介する。 
・職員の読書活動の研修を通
してより良い絵本の選び方、
楽しみ方を習得し、伝える。
（保育園） 

・図書館 
・幼稚園 
・保育園 

⑨ 

年中行事や
日々集団生
活の中での
啓発 

【実施の意図】 
・子どもが本に触れる機会を増
やす。 
【実施状況】 
・絵本、紙芝居などを用いて年
中行事の由来を説明している。 
・誕生会などで読み聞かせを実
施している。 

・引き続き継続していく。 
・幼稚園 
・保育園 

⑩ 

園だよりな
どを活用
し、保護者
への啓発 

【実施の意図】 
・保護者への啓発 
【実施状況】 
・園だよりで絵本の紹介を実施
している。 

・引き続き継続していく。 
・幼稚園 
・保育園 

⑪ 
図書館の団
体貸出しの
活用 

【実施の意図】 
・子どもが本に触れる機会を増
やす。 
【実施状況】 
・一部で定期的な利用あり。 

・利用拡大を目指す。 
・図書館 
・幼稚園 
・保育園 

⑫ 

本の素晴ら
しさがわか
る保護者向
け講演会の
開催 

【実施の意図】 
・保護者への啓発 
【実施状況】 
・未実施の園が多数 

・さらに啓発を行う 
・図書館などで実施する場合
には各幼稚園・保育園に周知
する。 

・図書館 
・幼稚園 
・保育園 

⑬ 

図書館と連
携し、読書
啓発アンケ
ートと結果
の配布 

【実施の意図】 
・活動推進のためのアンケート 
【実施状況】 
・未実施 

・計画推進のためのアンケー
トを図書館で実施。図書館協
議会で検証し、結果を公表す
る。 

・図書館 
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（４）学校等における子どもの読書活動の推進 

施策番号 具体的方策 実施の意図/実施状況 二次計画の取り組み 関係機関 

⑭ 

学校の特色
を生かした
読書指導・
読書活動の 
実施 

【実施の意図】 
・子どもが本に触れる機会を増
やす。 
【実施状況】 
・朝の読書の時間を設けている 
（学校の状況に応じて実施。ほ
ぼ毎日、週 1～3日など）。 

・子どもたちが自発的に取
り組めるような工夫を取り
入れながら、継続していく
（各学校の状況に合わせて
実施）。 

・小中学校 

⑮ 
本を活用し
た調べ学習
の充実 

【実施の意図】 
・本を使って自分で調べる楽し
さを身に着ける。 
【実施状況】 
・社会科や生活科、総合的な学
習の時間の際に図書室の本を
利用している。 

・本を活用した調べ学習を
継続して実施する。また、
各教科に必要な図書を計画
的に購入していく。 

・小中学校 

⑯ 

学校図書館
図書標準を
基に蔵書を
充実 

【実施の意図】 
・読書環境の整備 
【実施状況】 
・概ねの学校でクリアしてい
る。 

・子どもたちのリクエスト
を取り入れながら、計画的
に蔵書の充実に努めてい
く。 

・小中学校 

⑰ 
蔵書のデー
タベースの
充実 

【実施の意図】 
・読書環境の整備 
【実施状況】 
・全校で実施している。 

・今後も継続して実施して
いく。 

・小中学校 

【一次計画】 

４.学校にお

ける子どもの

読書活動の推

進⑤ 

市立図書館
とのネット
ワーク化 

・オンラインによる蔵書検索。
予算措置ができずに未実施。 

・図書館及び学校間でのオ
ンライン貸出しは実施する
予定がないため計画から除
外。 

― 

⑱ 

図書館職員
やボランテ
ィアとの情
報交換会の
実施 

【実施の意図】 
・連携して計画推進に取り組む
ため、図書館職員や読書活動推
進に関するボランティアと情
報交換会を行う。施策㉚・㊱と
連動。 
【実施状況】 
・新規 

・定期的に実施する。 
・図書館 
・小中学校 

⑲ 
図書室の利
用しやすい
環境整備 

【実施の意図】 
・読書環境の整備 
【実施状況】 
・実施済み。一次計画では「利
用しやすい書架の配置等環境
整備」としていたがわかりやす
い名称に変更。 

・子どもの読書を推進する
ために、図書室の環境整備
を継続して実施（学校の実
情に応じて）。 

・小中学校 
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⑳ 
ボランティ
アの活動場
所の拡大 

【実施の意図】 
・子どもが本に親しむ機会を増
やす。 
【実施状況】 
・小学校では、読み聞かせボラ
ンティアに活動を依頼してい
る（一部未実施）。 

・読み聞かせについては継
続的に活動を依頼し、全小
学校での実施を目指す。 
・環境整備など読み聞かせ
以外のボランティアが活動
できるように努力する。 

・小中学校 
・生涯学習情報

センター 

㉑ 

図書館と連
携した児童
生徒のおす
すめ本の紹
介 

【実施の意図】 
自分の読んだ本を紹介するこ
とで、本に対する愛着を養う。
施策㊺と連動。 
【実施状況】 
・実施中 

・図書館の児童生徒のおす
すめ本紹介事業に提出する
作品数の増加を目指して、
周知活動を検討する。 

・図書館 
・小中学校 

㉒ 

図書館の団
体貸出しの
活用・図書
館のリサイ
クル本の有
効活用 

【実施の意図】 
・子どもが本に親しむ機会を増
やす。 
【実施状況】 
・新規 
・図書館のリサイクル本（優良
図書）寄贈は実施中。 
・団体貸出しは一部の学校で実
施中。 

・団体貸出しの利用拡大を
目指す。 

・図書館 
・小中学校 

 

２.【基本方針２】子どもの読書活動を推進するための基盤及び連携協力体制の整備・充実 

（５）図書館における子どもの読書活動の推進 

一次計画では「５.図書館における子ども読書の推進」「６.読書ボランティア団体の活動

に対する支援」を分類していました。しかし、読書ボランティアの支援は図書館における

子ども読書の推進を目的として実施するものであるため同一の施策として扱うことにしま

す。 

◎図書館の実施する取り組み 

施策番号 具体的方策  実施の意図/実施状況 二次計画の取り組み 関係機関 

㉓ 

子どもたち
の読書のニ
ーズに応じ
た優良図
書・中高生
向け図書の
充実 

【実施の意図】 
・子どもが本に触れる機会を増
やす。 
【実施状況】 
・ニーズに合った図書を購入す
るため常時リクエストを受け
付けている。 

・さらにニーズの把握に努
め、優良図書の購入を推進し
ていく。 

・図書館 
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㉔ 

県内図書館
等の図書資
料の相互貸
借の実施 

【実施の意図】 
・子どもが本に触れる機会を増
やす。 
【実施状況】 
・実施中 
・１次計画では「県内図書館等
の図書資料の相互貸借の実施
による選択機会の拡充」となっ
ていたが、表現がわかりにくい
ため変更する。 

・引き続き相互貸借を活用す
る。 

・図書館 

㉕ 

保育園・幼
稚園・学校
などへの団
体貸出の推
進 

【実施の意図】 
・子どもが本に触れる機会を増
やす。施策⑦・⑪・㉒と連動。 
【実施状況】 
・一部で実施中 

・団体貸出しが活用されるよ
うに、さらに周知を行ってい
く。 

・図書館 

㉖ 

ホームペー
ジを活用し
た優良図書
の紹介 

【実施の意図】 
・優良図書の情報提供。 
【実施状況】 
・実施中 

・夏休み前などに子ども対象
の図書情報を提供するなど、
ホームページを有効活用し
ていく。 

・図書館 

㉗ 
おはなし会
の開催 

【実施の意図】 
・子どもが本に親しむ機会を増
やす。 
【実施状況】 
・各図書館でおはなし会（ボラ
ンティアや職員による読み聞
かせ）を実施中。 

・引き続き実施していく。 ・図書館 

㉘ 
司書の資質
の向上 

【実施の意図】 
・計画推進のための司書の資質
向上。 
【実施状況】 
・栃木県公共図書館協会・栃木
県央公共図書館等協議会・栃木
県南公共図書館等協議会の研
修には率先して参加している。 

・引き続き実施していく。 ・図書館 

【一次計画】

5.図書館に

おける子ど

もの読書活

動の推進・図

書館の実施

する取り組

み⑦ 

ボランティ
ア養成講座
の開催 

 
・施策㉝と同じ内容であるた
め統合。 

― 
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㉙ 

広報やチラ
シなどによ
る子ども読
書活動の推
進啓発 

【実施の意図】 
・本計画の周知。 
【実施内容】 
・各館で実施予定の事業につい
ては、ホームページ、広報、及
びミニチラシを作成し、配布し
ている。 

・図書館だよりで周知するな
ど引き続き実施していく。 

・図書館 

【一次計画】

5.図書館に

おける子ど

もの読書活

動の推進・図

書館の実施

する取り組

み⑨ 

学校図書室
とのネット
ワーク化 

・オンラインによる蔵書検索。
予算措置ができずに未実施。 

・図書館及び学校間でのオン
ライン貸出しは実施する予
定がないため計画から除外。 

― 

㉚ 

学校図書実
務担当者や
ボランティ
アとの情報
交換会の実
施 

【実施の意図】 
・連携して計画推進に取り組む
ため、学校図書教諭や読書活動
推進に関するボランティアと
情報交換会を行う。施策⑱・㊱
と連動。 
【実施状況】 
・新規。一次計画の「関係団体」
の表記を明確化。 

・定期的に実施する。 
・図書館 
・小中学校 

㉛ 

図書館ごと
に特色のあ
る蔵書の収
集 

【実施の意図】 
・子どものニーズに合った蔵書
の導入。 
【実施状況】 
・長期蔵書計画に基づいて実施
中。 

・全館で優良な児童書の拡充
に努めるとともに、各館で特
色のある蔵書に取り組む。 
南河内館…他の２館よりも
児童書の蔵書量を豊富にす
る。 
石橋館…グリム童話に関係
する児童書の蔵書を拡充す
る。 
国分寺館…大型絵本の蔵書
を拡充する。 

・図書館 

㉜ 

魅力ある親
しみやすい
図書館づく
り 

【実施の意図】 
・子どもに図書館に対する親し
みを持ってもらうため。 
【実施状況】 
・親子ふれあい映画会、図書館
祭り、七夕・クリスマス会など
を実施している。 

・全国訪問おはなし隊・調べ
学習支援講座・子ども祭り・
図書館寄席などを新規に実
施していく。 

・図書館 
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◎ボランティアの育成と支援 

施策番号 具体的方策 実施の意図/実施状況 二次計画の取り組み 関係機関 

㉝ 

ボランテ
ィア養成
講座の開
催 

【実施の意図】 
・子どもの読書活動推進に関わ
るボランティアの育成。 
【実施状況】 
・図書館や学校で読み聞かせな
どを行うボランティアの養成講
座を実施している。 

・引き続き実施していく。 ・図書館 

㉞ 
研修会等
への参加 

【実施の意図】 
・スキルアップのためにボラン
ティアへ学習の機会を提供す
る。 
【実施状況】 
・県主催の研修会などの案内を
行っている。 

・引き続き実施していく。 ・図書館 

㉟ 

「子ども
ゆめ基金」
等の情報
提供 

【実施の意図】 
・助成金「子どもゆめ基金」（独
立行政法人国立青尐年教育振興
機構）の情報提供を行い、活動
の活性化を支援する。 
【実施状況】 
・未実施 

・子どもの読書活動を支援す
る情報を提供していく。 

・図書館 

㊱ 

図書館職
員・学校図
書実務担
当者との
情報交換
会の実施 

【実施の意図】 
・連携して計画推進に取り組む
ため、図書館職員や学校図書教
諭と情報交換会を行う。施策
⑱・㉚と連動。 
【実施状況】 
・新規 

・定期的に実施する。 
・図書館 
・小中学校 

㊲ 

定期的な
ボランテ
ィアの情
報交換会
の実施 

【実施の意図】 
・活動の充実を図るため情報交
換を実施する。将来的には連絡
協議会の結成を目指す。 
【実施状況】 
・年一回の情報交換会を実施し
ている。 

・引き続き実施していく。 ・図書館 

【一次計画】

6.読 書ボラ

ンテ ィア団

体の 活動に

対す る支援

（2）読書ボ

ラン ティア

団体 間の連

携・協力の促

進② 

読書ボラ
ンティア
等ネット
ワークの
構築 

 
・施策㊲と目的が類似するた
め統合。 

― 

 

 

 



32 

 

◎子どもの読書活動推進体制 

施策番号 具体的方策 実施の意図/実施状況 二次計画の取り組み 関係機関 

㊳ 

子どもの
読書活動
推進体制
の整備と
運営 

【実施の意図】 
・本計画の進捗状況の確認を行
うための推進体制の整備。 
【実施状況】 
・新規 

・これまで計画の進行管理を
行う体制がなかったため、図
書館協議会で進捗状況を確
認する。 

・生涯学習課 

・図書館 

 

３.【基本方針３】子どもの読書活動推進に関する社会的気運の醸成 

（６）普及啓発、広報活動の充実 

◎「子ども読書の日」を中心とした啓発・広報 

施策番号 具体的方策 実施の意図/実施状況 二次計画の取り組み 関係機関 

㊴ 

「子ども読

書の日」や

「子どもの

読書週間」

関連行事の

実施 

【実施の意図】 

・国の事業と関連して読書活動

の啓発を行う。 

【実施状況】 

・推薦図書コーナーの設置、手

作りしおり、親子映画会並びに

人形劇を実施中。 

・引き続き実施していく。 ・図書館 

【一次計画】 

7.普及啓発、

広報活動の

充実（１）「子

どもの日を

中心とした

啓発・広報② 

児童生徒の

推薦本リス

トの作成・

配布 

 
・施策㊹と同様の内容である

ため統合した。 
― 

㊵ 

学校と連携

し、職場体

験や図書館

見学の受け

入れ 

【実施の意図】 

・職場体験や見学会を実施する

ことで図書館に親しみを持っ

てもらう。 

【実施状況】 

・年間を通じて受け入れ。 

・引き続き実施していく。 ・図書館 
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◎各種情報の収集提供 

施策番号 具体的方策 実施の意図/実施状況 二次計画の取り組み 関係機関 

㊶ 

図書館ホー

ムページの

有効活用、

情報提供 

【実施の意図】 

・優良図書の情報提供 

【実施状況】 

・ホームページのリニューアル

を実施し、さらに多くの情報を

掲示。 

・引き続き実施していく。 ・図書館 

㊷ 

各種情報の

収集提供、

図書館機能

の充実 

【実施の意図】 

・読書活動の啓発を行うため、

読書活動に必要な情報を発信

していく。 

【実施状況】 

・収集した県内の情報を掲示

し、利用者に提供している。 

・引き続き実施していく。 ・図書館 

 

◎優れた取り組み、優良図書の紹介 

施策番号 具体的方策 実施の意図/実施状況 二次計画の取り組み 関係機関 

㊸ 
優良図書の

推奨・普及 

【実施の意図】 

・優良図書の推奨・普及 

【実施状況】 

・青尐年読書感想文の課題図

書・栃木県優良推薦図書・厚労

省推薦図書などの掲示、購入を

実施。 

・引き続き実施していく。 ・図書館 

㊹ 

児童生徒の

推薦本リス

トの作成・

配布 

【実施の意図】 

・読書活動の啓発のために推薦

本リストを作成する。 

【実施状況】 

・ボランティアと図書館が協力

して幼児、児童低学年、児童高

学年の推薦リストを作成し配

布した。 

・引き続き実施するととも

に、ヤングアダルト向けを作

成配布する。 

・図書館 
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㊺ 

学校と連携

した児童生

徒のおすす

め本の紹介 

【実施の意図】 

・自分の読んだ本を紹介するこ

とで、本に対する愛着を養う。

施策２１と連動。 

【実施状況】 

・実施中 

・図書館の児童生徒のおすす

め本紹介事業に提出する作

品数の増加を目指して、周知

活動を検討する。 

・図書館 

・小中学校 

㊻ 
優れた取り

組みの紹介 

【実施の意図】 

・子どもの読書活動の推進に寄

与する個人や団体を紹介し、活

動の活性化を促す。 

【実施状況】 

・実施中 

・広報誌などを利用して積極

的に活動の広報を行う。 

・グリムの館の図書コーナー

の紹介（世界各国のグリム童

話集が閲覧可能） 

・図書館 
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◎アンケート 

下野市子ども読書活動推進に関するアンケート  

                  対象：保育園・幼稚園の保護者 

１．お子さんの年齢は？ 

     ①０～２歳児  ②３～４歳児  ③５～６歳児 

            回答 （          ）              

２．お子さんに読み聞かせをしていますか？ 

     ①ほぼ毎日   ②ときどき   ③ほとんどしていない 

                  回答 （          ）    

３．家にある子どもの本の数は？ 

     ①１０冊以下  ②１０～５０冊  ③５０冊以上 

                  回答 （          ） 

４．お子さんは本が好きですか？ 

     ①はい     ②いいえ     ③どちらともいえない 

                  回答 （          ） 

５．読み聞かせは大切だと思いますか？ 

     ①思う     ②思わない    ③どちらともいえない 

                  回答 （          ） 

６．あなたは本が好きですか？ 

     ①はい     ②いいえ     ③どちらともいえない 

                  回答 （          ） 

７．図書館で本を借りますか？ 

     ①よく借りる  ②ときどき借りる  ③ほとんど借りない 

                  回答 （          ） 

《自由意見欄》 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。このアンケートは、「下野市子ども読書活動推進 

計画（第二次）」の策定に役立たせていただきます。 

【問い合わせ先】下野市教育委員会生涯学習課（TEL0285-52-1119） 
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下 野 市 子 ど も 読 書 活 動 に 関 す る ア ン ケ ー ト   

                 対象：小学校２年生及び５年生 

           

１．小さい頃、よく家の人に本を読んでもらいましたか？ 

     ①はい     ②いいえ     ③ほとんどおぼえていない 

                  こたえ （          ）    

２．あなたは、１ヶ月間にどのくらい本を読みますか？ 

     ①０冊(さつ)  ②１～３冊  ③４～５冊 ④６～１０冊  

⑤１１冊～２０冊    ⑥２０冊以上 

                  こたえ （          ） 

３．あなたは、学校としょ室で本を借りますか？ 

     ①よく借りる  ②ときどき借りる  ③ほとんど借りない 

                  こたえ （          ） 

４．あなたは、としょ館で本を借りますか？ 

     ①よく借りる  ②ときどき借りる  ③ほとんど借りない 

                  こたえ （          ） 

５．あなたは本が好きですか？ 

     ①はい     ②いいえ     ③どちらともいえない 

          こたえ （          ）  

※ 5 のしつもんで、①とこたえた人は６ばんを、②とこたえた人は７ばんの 

  しつもんにこたえてください。 

６．本が好きなりゆうは何ですか？（２つえらんでください） 

     ①おもしろい ②かんどうする  ③自分の知らないことがわかる 

     ④小さいときから読んでいる  ⑤そのほか 

                  こたえ （          ） 

７．本がきらいなりゆうは？（２つえらんでください） 

     ①読みたい本がわからない ②読むのがめんどう 

     ③じゅくやならい事でいそがしい④ゲームやテレビの方がおもしろい 

     ⑤そのほか 

                  こたえ （          ） 
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下 野 市 子 ど も 読 書 活 動 に 関 す る ア ン ケ ー ト   

                 対象：中学２年生 

           

１．小さい頃、よく家の人に本を読んでもらいましたか？ 

     ①はい     ②いいえ     ③ほとんど覚えていない 

                  回答 （          ）    

２．あなたは、１ヶ月間にどのくらい本を読みますか？ 

     ①０冊  ②１～３冊  ③４～５冊 ④６～１０冊  

⑤１１冊～２０冊    ⑥２０冊以上 

                  回答 （          ） 

３．あなたは、学校図書室で本を借りますか？ 

     ①よく借りる  ②ときどき借りる  ③ほとんど借りない 

                  回答 （          ） 

その理由を教えてください（                       ） 

４．あなたは、図書館で本を借りますか？ 

     ①よく借りる  ②ときどき借りる  ③ほとんど借りない 

                  回答 （          ） 

   その理由を教えてください（                       ） 

５．あなたは本が好きですか？ 

     ①はい     ②いいえ     ③どちらともいえない 

          回答 （          ）  

 

※ 5 の質問で、①と答えた人は６番を、②と答えた人は７番の質問に答えてください。 

６．本が好きな理由は何ですか？（複数回答可） 

     ①おもしろい ②感動する  ③自分の知らないことがわかる 

     ④小さい頃から読んでいる  ⑤そのほか 

                  回答 （          ） 

７．本が嫌いな理由は？（複数回答可） 

     ①読みたい本がわからない ②読むのがめんどう 

     ③塾や習い事で忙しい   ④ゲームやテレビの方がおもしろい 

     ⑤そのほか 

                  回答 （          ） 
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◎下野市子ども読書活動推進計画策定委員会設置要綱 

平成１９年６月１８日 

教育委員会告示第１２号 

改正 平成１９年８月２３日教委告示第１６号 

平成２５年３月２５日教委告示第１７号 

（設置） 

第１条 子どもの読書活動の推進に関する法律（平成１３年法律第１５４号）の規定に基

づき、下野市の子ども読書活動推進計画を策定するに当たり、当該計画の策定に資する

ため、下野市子ども読書活動推進計画策定委員会（以下「委員会」という。）を設置す

る。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、次の各号における事項について検討し、教育委員会に報告するものと

する。 

（１） 子どもの読書活動に係る調査研究に関すること。 

（２） 下野市子ども読書活動推進計画の原案作成に関すること。 

（３） その他子ども読書活動推進のために必要な事項に関すること。 

（組織等） 

第３条 委員会は、１０人以内の委員をもって組織する。 

２ 委員会の委員は、次に掲げる者の中から下野市教育委員会（以下「教育委員会」とい

う。）が委嘱するものとする。 

（１） 学識経験を有する者 

（２） 関係機関の役員又は職員 

（３） 関係団体の役員等 

（４） その他教育委員会が必要と認める者 

（任期） 

第４条 前条第２項の規定により委嘱された委員の任期は、委嘱された日から下野市子ど

も読書活動推進計画が策定されたときまでとする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 
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２ 委員長には教育次長、副委員長には下野市立図書館協議会委員長の職にある者をもっ

て充てる。 

（委員長の職務等） 

第６条 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第７条 委員会の会議は、委員長が必要に応じ招集し、その議長となる。 

２ 委員会は、特に必要があると認めるときは、会議の関係者の出席を求め、その意見を

聴くことができる。 

（専門部会） 

第８条 委員会の所掌事務を補佐するため、下野市子ども読書活動推進計画策定委員会専

門部会（以下「専門部会」という。）を置く。 

２ 専門部会について必要な事項は、委員長が定める。 

（庶務） 

第９条 委員会及び専門部会の庶務は、教育委員会事務局生涯学習課において処理する。 

（平１９教委告示１６・旧第９条繰下、平２５教委告示１７・旧第１０条繰上） 

（委任） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、別に定める。 

（平１９教委告示１６・旧第１０条繰下、平２５教委告示１７・旧第１１条繰上） 

附 則 

この告示は、平成１９年７月１日から施行する。 

附 則（平成１９年８月２３日教委告示第１６号） 

この告示は、平成１９年９月１日から施行する。 

附 則（平成２５年３月２５日教委告示第１７号） 

この告示は、平成２５年４月１日から施行する。 
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◎下野市子ども読書活動推進計画策定委員会名簿 

N0 氏  名 職  等 備 考 

１ 鶴見 忠造 教育次長 委員長 

２ 有野 一夫 図書館協議会委員長 副委員長 

３ 上野 保久 小学校長代表  

４ 横島  清 中学校長代表  

５ 青木ムツミ 南河内図書館ボランティア代表  

６ 星野 輝世 石橋図書館ボランティア代表  

７ 下山千恵子 国分寺図書館ボランティア代表  

８ 川俣 廣美 学校教育課長  

９ 若林 早苗 児童福祉課長  

１０ 山中 宏美 健康増進課長  

 

事務局名簿 

１ 川中子保夫 生涯学習課長 

２ 小川 幸男 課長補佐 

３ 下谷  淳 副主幹（社会教育主事） 

４ 倉井 隆夫 南河内図書館長 

５ 大友  立 石橋図書館長（指定管理者） 

６ 最上 琴子 国分寺図書館長（指定管理者） 
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◎下野市子ども読書活動推進計画策定委員会専門部会名簿 

氏    名 職   名 所   属 

福田 一也 課長補佐 
学校教育課 

学校教育グループ 

二宮 桂子 子育て支援センター長 
児童福祉課 

子育て支援グループ 

永田 恵美子 主幹 
健康増進課 

母子保健グループ 

下谷 淳 副主幹兼社会教育主事 
生涯学習課 

生涯学習推進グループ 

伊沢 幸子 副主幹 
生涯学習課 

南河内図書館 

生沼 由里 
業務責任者 

（指定管理者） 

生涯学習課 

石橋図書館 

石塚 美重子 
業務責任者 

（指定管理者） 

生涯学習課 

国分寺図書館 
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◎子どもの読書活動の推進に関する法律 

（平成十三年十二月十二日） 

（法律第百五十四号） 

第百五十三回臨時国会 

第一次小泉内閣 

子どもの読書活動の推進に関する法律をここに公布する。 

子どもの読書活動の推進に関する法律 

（目的） 

第一条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地

方公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する必要な

事項を定めることにより、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に

推進し、もって子どもの健やかな成長に資することを目的とする。 

（基本理念） 

第二条 子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子どもが、

言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生

きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものであることにかんがみ、すべての

子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができるよ

う、積極的にそのための環境の整備が推進されなければならない。 

（国の責務） 

第三条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子どもの読書

活動の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

（地方公共団体の責務） 

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情

を踏まえ、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

（事業者の努力） 

第五条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子どもの読

書活動が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努めるものと

する。 
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（保護者の役割） 

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化に

積極的な役割を果たすものとする。 

（関係機関等との連携強化） 

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施され

るよう、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な体制

の整備に努めるものとする。 

（子ども読書活動推進基本計画） 

第八条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図る

ため、子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども読書活動推進基本

計画」という。）を策定しなければならない。 

２ 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会に報

告するとともに、公表しなければならない。 

３ 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第九条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府県

における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子どもの読

書活動の推進に関する施策についての計画（以下「都道府県子ども読書活動推進計画」

という。）を策定するよう努めなければならない。 

２ 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画が策定さ

れているときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動推進計画）

を基本とするとともに、当該市町村における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、

当該市町村における子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「市町

村子ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう努めなければならない。 

３ 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動

推進計画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

４ 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計画

の変更について準用する。 
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（子ども読書の日） 

第十条 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子ど

もが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。 

２ 子ども読書の日は、四月二十三日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努め

なければならない。 

（財政上の措置等） 

第十一条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施するため

必要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

附 則 

この法律は、公布の日から施行する。 
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